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水の存在は、岩石の破壊強度や断層の摩擦強度を物理的・化学的に低下させる性質があり、その分布や量を知
ることが地震発生のメカニズムを理解する上で重要である。地殻における水は、様々なイオンを溶かした塩水
として存在すると考えられ、そのイオン電導により常温常圧では岩石よりも6桁以上高い電気伝導度を示す。こ
の塩水と岩石の電気伝導度の差を利用して、電気伝導度の観測から塩水の分布を調べる研究が実施されてい
る。しかしながら、塩水（NaCl-H2O）の電気伝導度は0.4 GPaまでしか知られておらず[1,2]、地殻を想定した
高圧条件における塩水の電気伝導度が未解明であったため、地殻の高電気伝導度域を塩水の存在で説明できる
かどうかの議論ができなかった。 
我々は、地殻を網羅する温度・圧力条件でNaCl-H2O流体の電気伝導度・密度・分子挙動を明らかにするた
め、古典分子動力学（MD）計算を実施した。実験データの無い高温・高圧・高塩濃度領域を対象とするた
め、まず臨界点を超えた水の物性を再現・予測するH2O分子モデルを作成し、その基礎物性および溶媒としての
性質をMD計算から議論した[3]。次にこのH2O分子モデルを用いて、NaCl-H2O流体の密度・等温圧縮率を計算
し、これらのマクロな物性値の変化を水和数や水和半径というミクロな物性で説明した[4]。最終的にNaCl-H2
O流体の電気伝導度をMD計算から導出した[5]。 
本発表では、NaCl-H2O流体の地殻内での挙動を議論するとともに、電磁気観測により発見されている地殻や沈
み込み帯の高電気伝導度帯を塩水で説明しようとした場合に、どのような塩濃度・存在量が必要かについて議
論する。 
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